審査請求の要否調査の記入依頼
代表発明者　
殿　　　　　　　　　　　 平成　　　年　　　月　　　日
                                     〒755-8611　山口県宇部市常盤台2-16-1

                              国立大学法人山口大学

                                          大学研究推進機構　

知的財産センター　センター長　 佐田　洋一郎

【回答先】　　担当 　伯野　由香
                                            Tel: 0836-85-9965（Fax:9967）

E-mail: y-hakuno@yamaguchi-u.ac.jp

　先般、国内出願しております先生の下記発明の審査請求について、以下の通りお知らせしますので、審査請求の要否を判断頂き、回答頂きますようにお願いいたします。
特許取得を目指す場合は、審査請求（出願から３年以内）をしなければなりませんが、審査請求は下記の通り経費が掛かることもあり、山口大学では、審査請求する発明を厳選して、審査請求することとしています。

つきましては、下記留意事項をご一読の上、審査請求の要否を判断頂き、知的財産センターまで電子メールで回答をお送り下さいますようお願いいたします。

期限までに、審査請求「要」と回答頂いた案件は、後日、学内の知的財産審査委員会で審議されます。審査請求をすることに決定した場合には審査請求手続きを行い、審査請求をしないことに決定した場合には原則として大学として審査請求手続きを行わずに、発明者へ返却いたします。
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回答期限日　平成　　年　　月　　日(　 )
· なお、期限までにご回答頂けない場合は、知的財産審査委員会で決定させて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

審査請求の要否調査に関する回答用紙

国立大学法人山口大学　大学研究推進機構　
知的財産センター　センター長　佐田　洋一郎　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

【国内出願の情報】

（下記の①～⑦の項目は、知的財産センターで予め記載します。）
　　①本学知的財産センター　整理番号：
　　②発明の名称（出願時）：
　　③出願番号：

　　④発明者（学内）所属・氏名：
⑤国内出願日：平成　　年　　月　　日 

⑥共同出願人：□有り、　□無し

　有りの場合、共同出願人、その持分割合（％）：
本件の審査請求料の負担：　□相手持ち、　□持分に応じて、　□当大学
⑦その他（外国出願等）： 

【以下について、回答者で記載願います。】


回答者の所属、氏名：　　　　　　　　　　
１．審査請求の要否


　　　　　　　　　　　　　　要　　　　、　　　否

２．審査請求が要（必要）あるいは否（不必要）と判断される具体的根拠・理由をご記入下さい。

　｛下記の審査請求の学内審査基準を参考にしてお答え下さい。発明者で記載して下さい。
①出願から２年半以内に実施契約が成立しているか。（あるいは、実施契約には至っていないが、

将来、契約の期待が高いものであるか。）

②大学の方針・戦略（大学の研究推進戦略等）、研究者の戦略（有償譲渡を含む）に沿ったもの
　であるか。
③競争的資金導入のきっかけとなったものであるか。（競争的資金の金額を記入下さい。）
④共同出願については、相手(企業等)の意向に沿ったものであるか。（相手(企業等)の意向を尊重、考慮する。）｝　　

　　【できるだけ具体的にご記入下さい。】
　　　

審査請求の要否判断時の留意事項


１．審査請求とは


出願の日から３年以内に、特許庁に対して出願した発明について審査して下さいと意思を示すことです。審査請求を行わなければ、審査は行われないため権利化することが出来ません。
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審査請求の要否判断時の留意事項（続き）





２．審査請求料について


　　平成１９年４月１日以降に大学から出願した発明を大学が審査請求すると、その審査請求料は、


約10万円［ ｛168,600円＋（請求項の数×4,000円）｝×１／２（半額有料） ］　となります。


これを大学が負担することになります。


更に、審査請求後の拒絶応答では、弁理士費用が掛かります。





３．審査請求要否の回答について


審査請求要否の回答では、審査請求が「要（必要）」あるいは「否（不必要）」と判断される具体的根拠・理由についても回答をお願いいたします。添付の回答用紙に記載の「審査請求の学内審査基準」を参考にしてお答え下さい。利用される見込みのない発明については原則として審査請求「否」として下さい。


また、審査請求して登録された場合は、その後、特許年金の納付が必要となります。権利維持については、下記の基準で行われますので、このことも勘案頂いて、審査請求要否の判断をお願いいたします。


【国内特許の権利維持・放棄する時の学内審査基準】


　　①登録後２年半で見直し、以降３年毎に見直す。


　　②基本的には、登録後に、上記の見直しの時期の間のライセンス収入等が、その間の特許年金総額に満たず、赤字になれば維持しない（発明者へ希望を聞いて、希望があれば発明者へ返却する）。


　　③契約等により、一定期間の維持が決められている場合等、大学が維持が必要と判断したものは残す。
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